












































































































































































と大きく異なるところはない。末尾に「十偏斉筆」と小さく記され、 「地本問屋 　永寿堂 　御江戸馬喰町二丁目角 　西村屋与八再版」とある。ところどころに挿入される絵も、一九自身の手になるものである。刊年は不明ながら、 「十偏斉」の署名により、寛政後期かと推測する。
　この『三世相』も丈阿の両面摺年代記と同様、作者の個性は必















匡郭外に小さく、 「十偏斉一九写」とある。左の匡郭外には、 「寛政十戊午年九月吉日再刻 　東武地本問屋 　馬喰町弐丁目 　永寿堂西村屋与八再版」とある。












































































































































































































時代に、筆耕の分野でも作者の分野で 両面で活躍した。晋米斎玉粒自身も 作者に対する特別な意識はなかったと思われる 版元から与えられた仕事をこつこつとこなす、伝統的な作者と考えてよいのではないだろうか。
おわりに
　作者とは、いったいどのような役割を求められたのだろうか。
はじめは江戸の作者たちは、文章を書くだけではなく、筆耕もこなすのが当然ではなかっ だろうか。丈阿は草双紙の作者署名をした最初期の人物とし 知られているが 版元にとっては、第一に筆耕であり、その上で であったのだろう。
　黄表紙には、筆耕名が記されているものはない。無署名であっ


















こなすことが、本来の戯作者の役割であったのではなかろうか。注（１） 　合巻の筆耕については、金井圭太郎 「草双紙の筆耕」 （ 『江戸文学』
第三十五号、二〇〇六年一一月、ぺりかん社）に詳しい。
（２） 　他に両面摺年代記 触れ いる文献として、長友千代治「重宝記
年表稿」の「江戸期一枚物の部」 （ 『重宝記の調方記 　生活史百科事典発掘』二〇〇五年九月、臨川書店） 、佐藤悟「両面摺年代記小考」（髙木元編『研究プロジェクト報告書 　第一三三集 　近世出版文化史における〈雑書〉の研究』二〇 六年三月、千葉大学大学院社会文化科学研究科） 、加藤良輔「山東京伝 見た出版の世界──『御存商売物』の年代記・塵劫記・道化百人一首──」 （太田昌子編『江戸の出版文化から始まったイメージ革命 　絵本・絵手本シンポジウム報告書』二〇〇七 三月、金沢芸術学研究会）がある。
（３） 　文政三年（一八二〇）～天保八年（一八三七）執筆の随筆。引用








術館図書館所蔵『近世奇跡考』草稿本メモ」 （ 『日本・中国・ヨーロッパ文学における絵入本の基礎的研究及び画像データ・ベース 構築』二〇〇六年三月、実践女子大 文学部）も参照。
（８） 　この時期の筆耕出身の作者として、晋米斎玉粒のほかに 橋本徳












11） 　金井圭太郎 「化政期合巻の筆耕たち」 （ 『共立女子中学校研究報告』第二十八号、二〇〇四年三月） は、作者のほか 、化政期の例より、絵師や板元 筆耕を兼ねていたかと推測す 同氏「 「 合巻の筆耕たち 　補遺・訂正並びに作品名一覧」 （ 『共立女子中学校研究報告』第二十九号、二〇〇五年二月）は化政期合巻 筆耕にの詳細なデータを提示す
（
12） 　草双紙のみに限らず、江戸の版本はすべて文字が存在する。活字本では失われてしまう情報であ が、江戸の人々は文字をも含めて味読していたのは当然のことである。
